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令和２年度第１回北名古屋市行政改革推進委員会 会議録 

 

○ 会議概要 

 

１ 市長あいさつ 

 

２ 諮問 

 

３ 議題 

  事務事業の見直しについて 

 ＜事務局＞ 

【資料１ 北名古屋市行政改革推進委員会委員名簿の説明】 

     ※櫻井委員あいさつ 

【資料２ 諮問書（案）の説明】 

【資料３ 事務事業の見直しについての説明】 

【参考資料 令和２年度事務事業の見直し（案）の説明】 

 

※会長欠席のため職務代理が進行 

 ＜職務代理＞ 

  歳入から歳出を差し引いた数字が想定見直しの上限の目安であり、この数字も随時変

わってくる可能性があるということでよいか。 

 

 ＜事務局＞ 

  現在、見直しの検討を進めている中で検討している見直し内容によって効果額は変わ

ってくる。事業を廃止して歳入、歳出どちらも０になった場合は現在の歳入、歳出の差

し引きが効果額となる。 

 

 ＜委員Ａ＞ 

  単純に差し引きで合う事業と、差し引きが合ってない事業があるのはなぜか。 

 

 ＜事務局＞ 

  現在の見直し内容として値上げ等が検討されているものはその内容によって効果額が

計算されている。内容を細かく書いてしまうと決定事項のように見えてしまうため、事

業ボリュームを把握していただくという意味で数字のみ記載させていただいた。 

 

 ＜委員Ｂ＞ 

  一覧表にある事業は多数の事業の中の抜粋ということであったが、どれくらいの事業

が、検討の対象になっているのか。 
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＜事務局＞ 

  200 から 300 くらいの事業。基本的に全事業を対象としているので、膨大な数になっ

ている。 

 

＜委員Ｂ＞ 

検討の対象になっている 200 から 300 の事業は全て自治体戦略推進本部で検討中のも

のというイメージでよいか。 

 

＜事務局＞ 

  法的な義務があり見直しの対象になり得ない事業は検討から外れていく。また、担当

部局で決めきれるものについては推進本部で検討する必要はない。担当部局では判断で

きない事業について、全庁的な課題として検証してもらうために、推進本部にあげてい

る。 

   

＜委員Ｃ＞ 

  コロナの問題によって見直しされた、またはしなかった事業はあるのか。それとも、

コロナの問題は関係ないのか。 

 

＜事務局＞ 

  事務事業見直しをすると決まったのはコロナの前であった。その後コロナの感染が広

がり、公共施設の一時休止や、イベントが中止された中で、今見直しすべきではないと

いう意見と、今だからやるべきだという意見が両方出た。ボリューム感でいうと半々く

らい。コロナの問題で施設の休止やイベントが中止されたことで実際にどれくらいの影

響が出たかというのも検証していかなくてはならない。コロナに影響を受けたことによ

る見直しとコロナの有無に関わらない見直しの２つの視点から検証している。 

 

＜委員Ｃ＞ 

  震災の時もそうであったが、復興ムードになったら是非色んな企画・イベントという

のはやっていったほうが、気持ちが前向きになる。今このタイミングならやめられると

いった事業はやめてもらい、予算はコロナ関係に付け替えて、一気に復興モードを盛り

上げる、そんなメリハリ効いたものが出来るのであれば、是非、これを機会に見直しま

したっていうものを、前に出すべきだと思う。 

 

＜委員Ａ＞ 

  コロナの関係でイベント等開催されなかったことにより、予算上余る部分もあると思

う。 

  また、来年度の税収については減収が見込まれることが予想される。来年度以降の見

直しの参考にしたいから資料提供願いたい。 
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＜事務局＞ 

  財政部局でそういったシミュレーションは行っていると思う。体系化したものがお見

せできるのであれば一番分かりやすいと思うので検討させてほしい。 

 

＜職務代理＞ 

  欠席の会長から文書を預かっているのでお伝えさせていただく。 

  新型コロナウイルスにより行政を取り巻く環境は一変してしまっている。本来であれ

ば、庁内組織により行政改革を進めていく予定が、「このタイミングでよいのか」といっ

た事業がたくさんあるはずである。と同時に公共施設を一時閉館したり、三密を避ける

ために中止した事業もあり、これはこれで事業の効果性を分析できる機会でもある。そ

ういった意味では、今後は歳入減も想定される中でどのように事業を見直していくべき

かは、行政にとって非常に重要な課題である。それは北名古屋市に限らず、すべての市

町村が、いわゆる「新しい生活様式」と呼ばれるライフスタイルの変化に対して、どの

ような市民サービスを残していくのかという、非常に難しいかじ取りが求められており、

今回の内容のような諮問を頂いたのはいいタイミングなのではないかと考えられると思

う。追加修正頂きながら、次回、その進捗状況についてお示しいただきたい。 

 

＜職務代理＞ 

  これにて委員会を閉会とする。 

   

【閉会】 

 

配布資料 

資料１ 北名古屋市行政改革推進委員会委員名簿 

資料２ 諮問書（案） 

資料３ 事務事業見直しについて 

参考資料 令和２年度事務事業の見直し（案） 

 


